



















2012, p.9）。また，Mintzberg et al. は，戦略形成に関する学派を 10に分類し




























































































































（product portfolio management : PPM）を開発した。PPMは，市場成長性と
相対的シェアという 2軸を取り，事業ごとに分類を行う。分類単位の一つに
は，製品，市場，競争の 3つの要因によって定義（櫻井, 2012, p.551）される





















































































































でなければならない（Prahalad and Hamel, 1990）。
コア・コンピタンスは企業内部の特定の資源を競争優位の源泉と捉えてい
る。コア・コンピタンスの概念が提唱された頃に，企業内部のビジネスプロセ
















































































































きに競争する（Brandenburger and Nalebuff, 1997, 訳, p.15）。競争（competi-
図表 4 価値相関図（Value added）
























































































































































































































































































いう。すなわち，①直接算定法（direct intellectual capital methods），②市場

















直接算定法 市場評価法 ROA法 スコアカード法
1990年～2000年 8 2 3 6
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